






当社では、様々なリモコンをご用意しておりま
す。リモコンを使用することにより、お手元で
プログラム選択や音量の調節ができます。ご自
身の生活スタイルとお好みにあったモデルをお
選びください。

両耳に補聴器を装用している場合、両耳同時に
動きます。詳しくは、各リモコンの取扱説明書
をご参照ください。

飛行機内など電子機器の使用が禁止されて
いる場所では、リモコンのご使用をご遠慮く
ださい。

■リモコン（別売）
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雑音、距離または反響音によりコミュニケーショ
ンが困難な場合でも、FM システムは飛躍的に
コミュニケーションを改善します。
FM システムは、送信機と受信機で 1 セットと
なります。送信機のマイクが話しての声を拾い、
FM電波を通じて受信機に送信します。

FM 受信機
・デザイン一体型受信機の場合
  受信機：ML12i

・Tコイルを利用する場合
  受信機：MyLink＋（マイ・リンク・プラス）

接続例

　　　　　ML12i　　　　　　MyLink＋

■FMシステム（別売）
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イージー FM

オートマチックモードに設定し、FM 受信機を付
けている時、FM 信号を検出するとイージー
FM 機能が自動的に FM プログラム（FM+M）
を選択します。切り替わりの際にはお知らせ音
（ピポ）が鳴ります。FM 送信機がオフになり
FM 信号がなくなると、補聴器はしばらくして自
動的にオートマチックモードに戻ります。

オートマチックプログラム以外ではイージー FM
機能は使えなくなります。

・Tコイルを利用するFM受信機の場合は、
  FMプログラムではなく手動で Tコイルの
  プログラムに切り替えて使用します。

FMプログラムの手動選択
・マイパイロット（別売）：FMプログラムを
  選択してください。
・補聴器のプログラムスイッチ（ご利用可能
  な場合のみ）：お知らせ音が鳴りますので、
  FMプログラムになるまで押してください。

電子機器の使用が禁止されている場所（例：
飛行機内など）では FMシステムは使用しな
いでください。
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補聴器を長くお使いいただくために、日ごろか
らのお手入れをお勧めします。

１．補聴器本体から電池を取り出します。

２．ティッシュペーパーや柔らかい布で、補聴
　  器本体と電池についた汗や汚れを拭き取り
　  ます。

３．電池ホルダーの中も湿気があるとさびやす
　  いため、綿棒などで水分を拭き取ります。

４．耳せんやイヤモールドが耳あか等でつまっ
　  ている場合は、ブラシなどで取り除きます。

補聴器をお手入れする際に、家庭用洗剤（石鹸、
洗剤粉等）は絶対にご使用にならないでくだ
さい。

■ご使用後のお手入れ方法
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マイク保護カバー

当社のマイク保護カバーは、高機能マイクを埃
から保護することによってマイク寿命が長くな
るように設計されております。マイク保護カバ
ーは必要に応じて交換できます。保護カバーな
しで補聴器を使用されることはご遠慮ください。
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以下のようなことが起こる場合は、お求めの販
売店にお問い合わせください。
・いつもより補聴器の音が小さく聞こえる。
・補聴器の音質が悪くなった。
・以前よりも音の方向感がわかりにくくなった。

注　意



（マイクロチューブの場合）
マイクロチューブとドーム型耳せんが不快に感じ
た場合は、ご使用をやめて販売店にご相談くだ
さい。ご自身でマイクロチューブを絶対に変形さ
せないでください。
また、お買い求めの販売店での定期点検もお勧
めいたします。

マイクロチューブの外し方：
図のようにマイクロチューブを回して外します。

本体とチューブは柔らかい布で拭きます。
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マイクロチューブの掃除方法：
補聴器に付いていた側からクリーニングツール
を挿入し、ドーム型耳せんから出るようにクリー
ニングツールを押し出します。

マイクロチューブの取り付け方：
ぴったりとはまるまでマイクロチューブを補聴器
に差し込みます。
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マイクロチューブに水滴が残る危険があるため、
マイクロチューブとドーム型耳せんを水で洗っ
たり、水中に入れないようにしてください。
水滴がマイクロチューブに残っていると、音が
でない、または補聴器の電気部分が壊れる恐れ
があります。
マイクロチューブとドーム型耳せんは 3ヶ月に 1
回程度交換してください。また､マイクロチュー
ブが硬くなったり、もろくなってきた場合はすぐ
に交換してください。

ドーム型耳せんは販売店でのみ交換できます。
耳に装用している時にマイクロチューブからドー
ム型耳せんを外さないでください。耳を傷つけ
る恐れがあります。
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乾燥ケースを使用される場合
電池ホルダーを開けたまま補聴器を乾燥ケース
に入れてください。

補聴器から必ず電池を取り出してください。
補聴器から取り出した電池は乾燥ケースに入
れないようにしてください。

■補聴器の保管
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第一段階

■初めてお使いになる方に

初めは静かな家の中等で使用し、補聴器をつけることになれて下さい。最初は自分の声に
違和感がありますが、本などを声に出して読んだりして違和感がなくなるまで練習します。
練習は10分ほどから始めて徐々に長くしますが、疲れたらすぐ休んでください。

第二段階
静かな部屋で、身近な人と一対一で話す練習をしましょう。

第三段階
複数の身近な人と話をする練習をします。どの人が話をしているか聞き分けてみましょう。

第四段階
慣れてきたら、外で聞く練習をします。

注意：補聴器の音が小さかったり、周囲の音が大きく感じたら販売店にご相談ください。
　　　補聴器の再調整が必要となります。
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補聴器が聞こえづらくなったときは、まず下記のようにお調べください。

■故障かと思われたときは

電池がなくなっていませんか？
1

新しい電池に交換してください。

クリーニングしてください。

きちんと耳に入れなおしてください。

耳せんやマイクロチューブ等がつ
まっている、もしくはマイクロチュー
ブに水滴が入っていませんか？

2

耳せん等が正しく耳に入っていますか？
3

販売店へご相談ください。

いいえ

いいえ

はい

はい

いいえ

はい
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■仕様・性能（エクセリアアートマイクロ）
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適 応 聴 力 範 囲
規 準 周 波 数
最 大 音 響 利 得
90dB 最大出力音圧レベル

等 価 入 力 雑 音レベ ル
全 高 調 波 ひ ず み

電 池 の 電 流
使 用 電 池
電 池 寿 命
誘 導 コ イ ル の 感 度

*本データは JIS C 5512：2000 の密閉形擬似耳により測定・表示してあります。

：
：
：
：

：
：

：
：
：
：

軽度～中等度
1600 Hz
  53 dB ±5 dB
118 dB ±5 dB（1600Hz）
133 dB SPL 以下（ピーク値）
  30 dB SPL 以下
  500 Hz   4.0% 以下
  800 Hz   3.0% 以下
1600 Hz   3.0% 以下
1.80 mA 以下
PR48（13）
130～200時間
87 dB SPL ±6 dB
（磁界の強さ 1 mA/m ループに対して垂直の時最大）
 *誘導コイルは規準値で測定

90dB最大出力音圧レベル周波数レスポンス
（入力音圧レベル 90dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

110

規準周波数レスポンス
（利得最大 -7dB）（入力音圧レベル 60dB SPL）

周波数

出
力
音
圧
レ
ベ
ル

  *本カタログに掲載された電池寿命：JIS 規格に基づいて測定した電流値から換算した参考値です。
　フォナック純正電池を使用したときの目安です。ご使用の状況・気温・温度等
　の環境の影響によって電池寿命は大幅に変わります。
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誘導コイル入力周波数レスポンス



１．保証書（別途添付）
　  必ず「販売店名」、「お買い上げ日」、などの記載をお確めになり、大切に保管してください。

２．修理について
　  保証書を一緒に販売店へお持ちください。保証書に記載された内容に応じて修理いたします。

３．その他
　  アフターサービスなどについてのご不明な点は、お求めの販売店までお問い合わせください。

この取扱説明書の内容は2010 年 7月現在のものです。各製品の仕様は予告なく変更
される場合がございます。

※この補聴器は耳を保護する目的で出力 125dB SPL 以下、利得 30dB 以下に設定し
　出荷いたしております。

■アフターサービス
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